
0

感染症サーベイランスシステム（NESID）

操作説明

1 システムへのログイン・全数報告登録の操作

2 参考資料
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感染症サーベイランスシステム（NESID）操作説明動画

システムへのログイン・全数報告登録の操作

1-1 感染症サーベイランスシステムの概要と全数報告の流れ

1-2 システムを使用するには

1-3 システムへのログイン・全数報告の登録
（１）システムにログインする

（２）届出内容を登録する

1-4 その他の操作
（１）パスワードを忘れたとき

（２）二要素認証通知先を変更する

（３）登録データの一括登録

（４）登録データを閲覧・修正・削除する

１
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◼ 感染症サーベイランスシステム（NESID）とは

1 システムへのログイン・全数報告登録の操作
1-1 感染症サーベイランスシステムの概要・全数報告の流れ

感染症の発生状況の迅速な把握を目的として、平成18年から行政機関において使用されてきたシステムです。

感染症法に基づく届出のあった感染症に関する情報は、保健所が本システムに入力することで都道府県・国に
報告を行っています。

令和4年10月のシステム更改により、医療機関等からオンライン入力によって、「発生届」を提出
することができるようになりました。

医療機関 医療機関

保健所
保健所

FAX届出

感染症サーベイランスシステム 感染症サーベイランスシステム
システム確認・管理

システム入力

システム届出

従来の報告 オンラインでの報告
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1 システムへのログイン・全数報告登録の操作
1-2 システムを使用するには

◼ アカウントの申請が必要になります。

申請後、管轄の保健所から利用者IDと初期パスワード、感染症サーベイランスシステムのURLをお知らせします。

本システムでの届出は、全数報告、定点報告と使用可能なアカウントが異なります。

No. アカウント種別 略称

利用可能な機能

業務共通
サブシステム

感染症発生動向調査サブシステム

全数報告機能 定点報告機能

1 医療機関（全数） DO1 ○ ○ ー

2 医療機関（定点） MM1 ○ ー ○

デバイス OS ブラウザ

パソコン Windows10,11 Edge ,Chrome,Firefox

タブレット
Android Chrome

iOS Safari

スマートフォン
Android Chrome

iOS Safari

◼ 推奨する利用環境

重要‼

インターネット環境がない医療機

関の皆さまにおいては、これまでど

おりFAXでご報告いただくことも可

能です。

重要‼

既に定点報告用アカウントをお持ちの場合でも、全数報告用アカウントが必要となります。
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１

２

1 システムへのログイン・全数報告登録の操作
1-3 システムへのログイン・全数報告の登録

（１）システムにログインする

ブラウザを起動し、システムのURLを入力する

ログイン画面が表示されます

利用者IDとパスワードを入力する

３ ［ログイン］ボタンをクリックする

二要素認証画面が表示されます

事前に設定された通知先（メール／SMS／電話）にコードが送信されます

（１）システムにログインする

業務共通(GK)

全数(DO1)

重要‼
・誤ったパスワードを入力しログインに6回失敗
すると、ログインできなくなります。
•パスワードを忘れた場合は、次項(１)の手順でパスワードを初期化してく
ださい。※初期パスワードの場合は、初期化することはできません。

•ご自身で初期化できない場合は、管轄の保健所にパスワードの初期化
を依頼してください。

利用者IDとパスワードによる認証、二要素認証による本人確認を行い、システムにログインします。
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1 システムへのログイン・全数報告登録の操作
1-3 システムへのログイン・全数報告の登録

（１）システムにログインする

業務共通(GK)

全数(DO1)

４ メール／SMS／電話に通知されたコードを入力する

５ ［認証］ボタンをクリックする

重要‼

•認証コードには有効期限があります。数分で無

効になるため、到着後速やかに入力して認証を

行ってください。

•誤ったコードを入力し認証に5回失敗すると、ロ

グインできなくなります。管轄の保健所にパスワードの初期化を依

頼してください。

•二要素認証の通知先が不明な場合は管轄の保健所に確認してください。

•二要素認証の通知先は、ログイン後に次項(２)の手順で変更できます。

【初回ログイン時について】
初回ログイン時は、認証が成功するとパスワード変更画面が表示され、パスワード変更が必要です。

参考：パスワードのルールについて

●パスワードの文字数は、8～30文字です。英小文字、英大文字、数字、記号を、3種類以上組み合わせてください。

●パスワードには、次の文字が使用できます。

英小文字：「a」～「z」 英大文字：「A」～「Z」 数字：「0」～「9」 記号：「@ # $ % ^ & * - ! + = [ ] { } | ¥ : ' , . ? / ` ~ " ( ) ; 」

●同じ文字を3文字以上連続して含めることはできません（“111abc”、“123aaa”）。

●英小文字と英大文字は区別されます。

●利用者IDと同じパスワード、現在と同じパスワードは、使用できません。
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1 システムへのログイン・全数報告登録の操作
1-3 システムへのログイン・全数報告の登録

ログインできるとホーム画面が表示されます

業務共通(GK)

（１）システムにログインする

全数(DO1)
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1 システムへのログイン・全数報告登録の操作
1-3 システムへのログイン・全数報告の登録

（２）届出内容を登録する

ホーム画面のナビゲーションメニューから［感染症発

生動向調査］ー［報告業務］ー［全数報告］を

選択する

全数報告トップ画面が表示されます

※［全数報告］が表示されていない場合は、メニュー

の右側に表示されている［ ］をクリックしてください。

１

２ ［全数報告(新規登録）］を選択する

疾病選択画面が表示されます

（２）届出内容を登録する

感染症発生動向調査(KH)

全数(DO1)

全数報告の届出内容をシステムに登録します。登録した届出内容のデータは保健所にて閲覧・編集が可能になります。
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1 システムへのログイン・全数報告登録の操作
1-3 システムへのログイン・全数報告の登録

［類型から選択］又は［50音順から選択］ を

クリックする

ここでは、例として［類型から選択］を表示します

３

４ 疾病一覧から報告対象の疾病を選択する
選択した疾病の全数報告画面(新規登録)が表示さ
れます

５ 次ページ以降に示す「入力時の留意事項」を参考に、
各項目を入力する

感染症発生動向調査(KH)

（２）届出内容を登録する

全数(DO1)

重要‼

国が行う「タイムスタンプ集計」の処理中は、全

数報告の登録を行うことができません。集計処理
が完了するまで、一時保存機能をご利用ください。

タイムスタンプ集計のスケジュールについては、ホーム画面「ヘルプガイド」

にて、以下の資料を参照ください。
「その他マニュアル等」ー「感染症発生動向調査サブシステム」

ー タイムスタンプ集計へのご理解・ご協力のお願いについて

タイムスタンプ集計の目安：
毎週水曜日（水曜が閉庁日の場合は変更あり）
集計開始時刻 午後2時～3時
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※赤字で 「必須」 の表示のある項目は必ず入力してください。
未入力の項目がある場合は登録時にエラーとなり登録できません。

全数報告入力時の留意事項（1/5）

感染症発生動向調査(KH)1 システムへのログイン・全数報告登録の操作
1-3 システムへのログイン・全数報告の登録

（２）届出内容を登録する

全数(DO1)

各項目の右上にある アイコンをクリックすると入力内容に関する説明が表示されます。

保健所
ログインユーザが所属する医療機関を管轄する保
健所が自動表示されます。

報告年月日
日付の入力は西暦で直接入力又はカレンダーの
アイコンから日付を選択入力できます。直接入力
の場合は月日を2桁で入力します。

医師・診療所情報
医療機関名、医療機関住所、電話番号が自動
表示されます。
医師の氏名は、ログインユーザの氏名が表示され
ます。必要に応じて編集します。
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全数報告入力時の留意事項（2/5）

感染症発生動向調査(KH)1 システムへのログイン・全数報告登録の操作
1-3 システムへのログイン・全数報告の登録

（２）届出内容を登録する

全数(DO1)

患者の基本情報
※「氏名」「生年月日」「職業」「住所・電話番
号」「病型」は、疾病によっては表示されません。

・ 診断時の年齢
0歳は必ず月齢を入力してください。
年齢不明の場合は「999」 と入力してください。

・ 当該者職業
できる限り不明とせず、具体的に入力してください。

・ 当該者住所
必須項目に設定されていませんが、住所不定の場
合以外は必ず入力してください。
「手動で住所を入力する」は原則使用せず、郵便
番号から住所を入力するか、「都道府県」、「市区町
村等」をプルダウンから選択してください。
※手入力の場合、住所を管轄する保健所宛に発生届登録通
知メールが送信されません。

・ 保護者氏名、住所
患者が18歳未満の場合に、必須入力となります。



11

全数報告入力時の留意事項（3/5）

感染症発生動向調査(KH)1 システムへのログイン・全数報告登録の操作
1-3 システムへのログイン・全数報告の登録

症状、診断方法
感染症発生動向調査事業における「届出基準」が
あります。
届出基準には、必要な「症状」と「診断方法」が示
されています。
厚生労働省や山口県感染症情報センターのホーム
ページから届出基準をご確認ください。
※臨床における診断や治療とは関係ありません

（２）届出内容を登録する

全数(DO1)

感染原因・感染経路・感染地域
問診を含めた診察結果からできるだけ記載をお願
いします。
※できるだけ具体的に記入してください。
（例）経口感染では飲食物の種類・状況や利用
した飲食店など
感染した可能性のある場所などわかる場合は施
設名なども記載してください。
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全数報告入力時の留意事項（4/5）

感染症発生動向調査(KH)1 システムへのログイン・全数報告登録の操作
1-3 システムへのログイン・全数報告の登録

（２）届出内容を登録する

全数(DO1)

備考
全角1000文字（半角2000文字）まで入力でき
ます。
改行についても1文字分となります。
保健所への伝達事項（例：集団発生の可能性
に関する情報や重篤度など）があれば記載してく
ださい。

６ 入力内容を確認し、［登録］ボタンをクリックする
データ登録時に、未入力チェックや項目間の整合チェックが実行
され、問題がなければ、登録完了のダイアログが表示されます
管轄保健所宛に発生届登録完了通知メールが送信されます

参考
入力データに不正がある場合は、画面上部にエラーメッセージが表示されます。
メッセージの内容を修正してから再度［登録］ボタンをクリックしてください。

７ ［OK］ボタンをクリックする
全数報告画面(閲覧)が表示されます
登録内容を編集する場合は［編集］ボタンをクリックします
画面左上の「ホーム」をクリックするとメニュー画面に戻ります

参考
同じ疾病の届出を続けて入力するときは、［届出連続入力］をクリックすると、
新規の全数報告画面を表示できます。

８ 重要‼ 入力後は最寄りの保健所へ電話連絡
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全数報告入力時の留意事項（5/5）

感染症発生動向調査(KH)1 システムへのログイン・全数報告登録の操作
1-3 システムへのログイン・全数報告の登録

（２）届出内容を登録する

全数(DO1)

重複チェック
全ての項目を入力する前に、患者氏名、性別、生年月日、年齢、診断年
月日を入力して、画面右上の［重複チェック］ボタンをクリックすると、入力を
行っている医療機関内ですでに登録されている同一届出内容の有無を確
認することができます。重複があった場合は、確認のダイアログが表示されます。
※ただし、個人情報を持たない疾病は重複チェックの対象外となります。

一時保存
画面右上の［一時保存］ボタンをクリックすると、入力内容
を登録せずに、データを一時的に保存できます。一時保存し
たデータは、4日後の深夜25時に自動削除されます。メ
ニュー画面の［全数報告（一時保存データの入力再
開）］から入力を再開できます（自身が一時保存したデー
タのみ）。

＜画面上部に配置されているボタンの説明＞
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１ ブラウザを起動し、システムのURLを入力する

（１）パスワードを忘れたとき

パスワードを忘れてログインできない場合には、二要素認証でパスワードを初期化します。

２ 「パスワードをお忘れの方はこちら」をクリックする

パスワード初期化の画面が表示されます

1 システムへのログイン・全数報告登録の操作
1-4 その他の操作

（１）パスワードを忘れたとき

業務共通(GK)

３ 利用者IDを入力する

４ メール／SMS／電話のいずれかを選択し、コードを
送付するメールアドレス又は電話番号を入力する
事前に設定された二要素認証の通知先を入力します。

５ ［OK］ボタンをクリックする

二要素認証画面が表示されます

手順④で入力した通知先にコードが送信されます

全数(DO1)

重要‼
事前に設定された二要素認証の通知先が不明な場合には、管轄の保

健所に設定を確認するかパスワードの初期化を依頼してください。
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1 システムへのログイン・全数報告登録の操作
1-4 その他の操作

（１）パスワードを忘れたとき

業務共通(GK)

６ メール／SMS／電話に通知されたコードを入力する

７ ［認証］ボタンをクリックする

パスワード変更通知画面が表示されます

８ ［パスワード変更］ボタンをクリックする

初期パスワード変更画面が表示されます

全数(DO1)

９ 「新しいパスワード」と「新しいパスワード(確認用)」を
入力する

10 ［設定］ボタンをクリックする
パスワードが変更され、ホーム画面が表示されます
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1 システムへのログイン・全数報告登録の操作
1-4 その他の操作

業務共通(GK)

（２）二要素認証通知先を変更する

全数(DO1)

（２）二要素認証通知先を変更する

二要素認証通知先の変更は、ホーム画面の［ ］アイコンから行います。

ホーム画面で［ ］アイコンをクリックする

パスワード変更画面が表示されます

１

３ 新しい通知先を入力する

４ ［変更］ボタンをクリックする

新しい通知先にコードが送信されます

２ 「二要素認証変更」タブを選択する

５ メール／SMS／電話に通知されたコードを入力する

６ ［認証］ボタンをクリックする

変更完了のメッセージが表示されます

参考
システムからの通知メールの連絡先は、 「連絡先変更」タブから変更できます。
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⚫ 全数報告データの出力について（CSV出力、PDF出力）

全数報告一覧画面にて、報告データをCSV又はPDFに出力できます。
検索条件を指定し、［一括CSV］［一括印刷］のいずれかのボタンをクリックすると、
指定した検索条件に合致するデータが出力されます（検索結果の一覧に表示されて
いるデータが出力されるわけではありませんのでご注意ください）。
※出力データの件数に制限はありません。
※アカウントの権限設定で、データ出力を制限されているユーザは
出力できません。

⚫ 全数報告の一括仮登録について

Excelファイル等で作成したインポートファイルの取込みにより
新たな全数報告を一括で仮登録することができます。
仮登録した全数報告は、全数報告（新規登録）画面にて
必要な情報を追加登録・確認後に本登録となります。
※仮登録したデータは4日後の25時に削除されます。

インポートファイルの作成方法、ファイルレイアウト等の詳細は、
ホーム画面の「ヘルプガイド」にて、以下の資料を参照ください。

「その他マニュアル等」ー「感染症発生動向調査サブシステム」
ー インポートファイル作成手順書
ー 別紙_ファイルレイアウト及びコード表

感染症発生動向調査(KH)1 システムへのログイン・全数報告登録の操作
1-4 その他の操作

マニュアル参照先
感染症発生動向調査サブシステム
2.2.2.一括仮登録

＜全数報告一括仮登録画面＞
＜全数報告トップ画面＞

（３）登録データの一括登録

全数(DO1)

＜全数報告一覧画面＞

マニュアル参照先
感染症発生動向調査サブシステム
2.5.登録情報のPDF出力（印刷）について
2.6.登録情報のCSV出力について

＜全数報告トップ画面＞

（３）登録データの一括登録
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（４）登録データを修正・削除する

ホーム画面のナビゲーションメニューから［感染症発
生動向調査］ ー［報告業務］ー［全数報告］を
選択する
全数報告トップ画面が表示されます

１

２ ［全数報告一覧(検索)］を選択する
全数報告一覧画面が表示されます

登録した届出内容（全数報告）のデータの修正又は削除を行います。

対象の報告データの検索条件を入力する３

感染症発生動向調査(KH)

（４）登録データを修正・削除する

1 システムへのログイン・全数報告登録の操作
1-4 その他の操作 全数(DO1)

４ ［検索］ボタンをクリックする
画面下部に検索結果が一覧表示されます（最大
1500件）
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対象の報告IDのリンクをクリックする
選択した報告IDの全数報告画面が表示されます

５

a 修正する場合は、 内容を修正後、［更新］ボタ
ンをクリックする
登録結果のダイアログが表示されます

６

感染症発生動向調査(KH)1 システムへのログイン・全数報告登録の操作
1-4 その他の操作

（４）登録データを修正・削除する

●業務ステータスについて

全数報告一覧の「業務ステータス」欄に、データの状態が表示されます。

• 「保健所未確認」：医療機関が入力済み、保健所が確認を行う前

の状態

• 「保健所確認済」：保健所が確認を行った状態

全数(DO1)

b 削除する場合は、［削除］ボタンをクリックする
削除理由選択ダイアログが表示されます
削除理由を選択して削除を実行します

重要‼
保健所が確認済みのデータは、医療機関では修
正・削除ができません。届出先の保健所に修正・
削除を依頼してください。
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感染症サーベイランスシステム（NESID）操作説明動画

参考情報２

2-1 利用上の注意

2-2 ヘルプガイドのご案内

2-3  収集された感染症に関する情報の提供・公開
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◼ 利用上の注意事項

2 参考資料
2-1 利用上の注意

• ブラウザの［戻る］［進む］ボタンは使用しないでください。
（［戻る］［進む］ボタンをクリックした場合、最新のデータが表示されない等、誤動作の原因となります。）

• ブラウザのスクリプト、クッキー、ポップアップを有効にしてください。
• Adobe ReaderはAdobe Reader DCのみのサポートとなります。

• 90分間操作しないと、セキュリティを確保するためにセッションタイムアウトになります。その場合、ログイ
ン画面から再度ログインしなおす必要があります。

• 半角カタカナは、誤動作や文字化けの原因となりますので、入力しないでください。
• 入力画面のテキスト入力欄に以下の文字（文字列）を多用した場合に、セキュリティ対策の仕組みの過検知によりブロックされ
「403 - 許可されていません」というエラーが表示されることがあります。エラーが表示され登録できない場合には、当該文字の削除
又は他の文字への置き換えをご検討ください。

・あああああ ・いいいいい ・ううううう
・えええええ ・おおおおお

・あああああ
・いいいいい
・ううううう
・えええええ
・おおおおお

× 悪い例
（全角スペースを多用して位置を揃えている）

○ 推奨例
（改行により位置を揃える）<エラーの原因となる文字（文字列）の例>

✓ 一重引用符 (‘)、二重引用符 (“”)、セミコロン (;)、不等号(<、>)などの半角記号
✓ 英文字を記号や丸括弧などで囲む 例）(a)、(A)
✓ 全角スペース ※備考欄等で体裁を整えるために全角スペースを多用するのは避けてくだ
さい。
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2 参考資料
2-2 ヘルプガイドのご案内

◼ 本システムのホーム画面からアクセスできる「ヘルプガイド」では、最新の届出基準・様式や操作マニュアル、過去に

実施した研修のテキストなど、システムの利用にあたって参考となる資料を掲載しています。

また、FAQではよくある問合せをまとめておりますので、不明点の解決等にヘルプガイド上の情報をご活用ください。

本システムの操作方法に係る問合せの受付

窓口として、ヘルプデスクが設置されています。

◆システム操作に関する質問はヘルプデスク

へお問い合わせください

◆法令や報告内容に関する報告内容に関

する質問・相談は管轄の保健所へお問い

合わせください
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2 参考資料
2-3 収集された感染症に関する情報の提供・公開

◼届出や病原体の検査などにより収集した感染症に関する情報は、定期的に山口県感染症情報セン
ターや国立感染症研究所などのホームページ上で情報提供・公表されています。

山口県感染症情報センターHP
https://pref.yamaguchi.didss.dsvc.jp/


